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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像を行いＲＡＷデータを生成する撮像部と、
　前記撮像時に自動的に生成される第１のメタデータを取得する第１のメタデータ取得部
と、
　前記撮像後に表示部に表示された前記ＲＡＷデータに基づく画像に対してユーザにより
設定された情報を含む第２のメタデータを取得する第２のメタデータ取得部と、
　前記ＲＡＷデータと前記第１のメタデータと前記第２のメタデータとを互いに関連付け
て出力する出力部とを備え、
　前記第１のメタデータ取得部は、前記撮像時のISO感度を前記第１のメタデータとして
取得し、
　前記第２のメタデータ取得部は、画像の色に関する設定情報を前記第２のメタデータと
して取得する
　撮像装置。
【請求項２】
　前記ＲＡＷデータに基づく画像に対する設定としてユーザが選択するための情報が、前
記ＲＡＷデータに基づく画像とともに前記表示部に表示される
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記ＲＡＷデータに基づく画像に対する設定としてユーザにより選択された情報ととも
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に、前記ユーザにより選択された情報が反映された画像が前記表示部に表示される
　請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ユーザが選択するための情報に対するユーザ操作に応じて、前記ユーザ操作がリア
ルタイムに反映された画像が前記表示部に表示される
　請求項２に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記第２のメタデータ取得部は、ユーザによるボタン操作により前記第２のメタデータ
を取得する
　請求項１から４のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記第２のメタデータ取得部は、ユーザによるアップ／ダウンボタン操作により前記第
２のメタデータを取得する
　請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　出力された前記ＲＡＷデータと前記第１のメタデータと前記第２のメタデータは、記録
媒体に記録される
　請求項１から６のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記第２のメタデータは、外部の画像処理装置での画像処理のための情報である
　請求項１から７のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記画像の色に関する設定情報は、ＡＳＣ－ＣＤＬ（The American Society of Cinema
tographers Color Decision List）である
　請求項１から８のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記第２のメタデータ取得部は、前記ＲＡＷデータに基づく画像の有効エリアに関する
情報を前記第２のメタデータとして取得する
　請求項１から９のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記第２のメタデータ取得部は、照度計からの測定値を取得して露出指標値に変換する
照度取得部を有する
　請求項１から１０のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記第２のメタデータは、前記外部の画像処理装置において表示するための画像データ
に対して自動的に反映される
　請求項８に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記ＲＡＷデータに対して補間処理を行う変換部をさらに有する
　請求項１から１２のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記ＲＡＷデータに基づく画像の色を修正するための処理を行う色修正部をさらに有す
る
　請求項１から１２のうちいずれかの１つに記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記色修正部は、前記画像の色に関する設定情報を含む前記第２のメタデータをもとに
、前記ＲＡＷデータに基づく画像の色を修正するための処理を行う
　請求項１４に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　撮像部の撮像により生成されたＲＡＷデータを取得し、
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　第１のメタデータ取得部が、前記撮像時に自動的に生成されるISO感度を第１のメタデ
ータとして取得し、
　第２のメタデータ取得部が、前記撮像後に表示部に表示された前記ＲＡＷデータに基づ
く画像に対してユーザにより設定された、前記画像の色に関する設定情報を第２のメタデ
ータとして取得し、
　出力部が、前記ＲＡＷデータと前記第１のメタデータと前記第２のメタデータとを互い
に関連付けて出力する
　画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、ＲＡＷ撮影を行う撮像装置およびこの撮像装置により撮影されたＲＡＷデー
タに対するポストプロダクションを行うポストプロダクション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮影された映像素材を含む様々な映像シーンが連結して構成される映像コンテンツの作
成工程では、カメラを用いてシーンを撮像する作業、撮像された画像ソースを後処理（ポ
ストプロダクション処理）する作業が順次行われる。これらの作業を効率的に行うための
コンテンツ作成システムが提案されている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載のコンテンツ作成システムでは、ポストプロダクション処理において
、撮影時に設定されるカメラ設定値と、映像を調整する効果補正値との２種類の補正パラ
メータが用いられる。カメラ設定値は、撮影時における設定値で、たとえば、露出、ホワ
イトバランス、ガンマ補正、カラー調整など、カメラの各機能を設定する値を含む。一方
、効果補正値は、所望の画質を得るために撮影後の映像の補正に用いられる設定値である
。たとえば、露出、ホワイトバランス、ガンマ補正、３Ｄ効果、トリミング、ズームなど
、映像の効果に関する属性を調整する値を含む。ポストプロダクション処理時には、ユー
ザが操作入力部を介して設定した補正パラメータ値や、データベースに蓄積されている過
去の編集情報に設定されている補正パラメータ値などが使われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－４３３７３号公報（段落番号〔００７６〕～〔０１１３〕
、図１４～図１６）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、撮影現場において撮像装置に各種のパラメータを与えることで、現像後の画像を
確認することができるようになってきている。さらには、撮像装置で用いたパラメータを
ポストプロダクション装置の側にＲＡＷデータと共にメタデータとして伝送してポストプ
ロダクションでの現像に反映させる仕組みが検討されている。
【０００６】
　本技術は、撮像装置で用いたパラメータをポストプロダクション装置の側にＲＡＷデー
タと共にメタデータとして伝送してポストプロダクションでの現像に反映させる仕組みの
さらなる高機能化を実現して、撮影者や撮影監督者等が意図する画像をポストプロダクシ
ョンの場において、より迅速且つ正確に再現することができ、ポストプロダクションの作
業効率の向上を図ることのできる撮像装置および画像処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本技術に係る撮像装置は、
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　撮像を行いＲＡＷデータを生成する撮像部と、
　前記生成されたＲＡＷデータを補間により画像データに変換する第１の変換部と、
　撮影環境の照度に対応した露出指標値を取得する取得部と、
　前記画像データの値を前記露出指標値をもとに補正する第１の補正部と、
　前記ＲＡＷデータと前記取得された露出指標値とを互いに関連付けて出力する出力部と
を具備する。
【０００８】
　前記取得部は、照度計からの測定値を取得して前記露出指標値に変換する照度取得部を
有するものであってよい。
【０００９】
　前記取得部は、画像データのポストプロダクションのための有効エリアに関する情報を
さらに取得し、
　前記出力部は、前記ＲＡＷデータと前記取得された有効エリアに関する情報とを互いに
関連付けて出力するようにしてもよい。
【００１０】
　前記取得部は、画像データの色修正のための情報をさらに取得し、
　前記出力部は、前記ＲＡＷデータと前記取得された色修正のための情報とを互いに関連
付けて出力するようにしてもよい。
【００１１】
　前記色修正のための情報はＡＳＣ－ＣＤＬ（The American Society of Cinematographe
rs Color Decision List）とすることができる。
【００１２】
　上記の課題を解決するために、本技術に係る画像処理装置は、
　撮像装置より出力されたＲＡＷデータおよびこのＲＡＷデータに関連する露出指標値と
を入力する入力部と、
　前記ＲＡＷデータを補間により画像データに変換する第２の変換部と、
　前記画像データの値を前記露出指標値をもとに補正する第２の補正部と
を具備する。
【００１３】
　前記入力部は、画像データのポストプロダクションのための有効エリアに関する情報を
さらに入力し、
　上記の画像処理装置は、前記有効エリアに関する情報をもとに前記画像データから前記
有効エリアに相当する部分を切り出す切り出し部をさらに具備するものであってよい。
【００１４】
　前記入力部は、前記画像データの色修正のための情報をさらに入力し、
　上記の画像処理装置は、前記色修正のための情報をもとに前記画像データの色修正を行
う色修正部をさらに具備するものであってよい。
【００１５】
　前記色修正のための情報はＡＳＣ－ＣＤＬ（The American Society of Cinematographe
rs Color Decision List）とすることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本技術によれば、撮影者や撮影監督者等が意図する画像をポストプロダ
クションの場において、より迅速且つ正確に再現することができ、ポストプロダクション
の作業効率の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本技術に係る一実施形態の撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本技術に係る一実施形態のポストプロダクション装置の構成を示すブロック図で
ある。
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【図３】照度測定値（ｄＢ）とＥＩとの対応表を示す図である。
【図４】ＥＩを用いたゲイン調整を説明する図である。
【図５】エフェクティブマーカのメタデータ構造を示す図である。
【図６】エフェクティブマーカを用いた処理を説明する図である。
【図７】ＡＳＣ－ＣＤＬを設定するためのグラフィカルユーザインタフェースの例を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本技術に係る実施形態を説明する。
　本実施形態は、ＲＡＷ撮像記録を行う撮像装置と、この撮像装置によって撮像されたＲ
ＡＷデータとこのＲＡＷデータに対する現像用のメタデータを取得してポストプロダクシ
ョンを行うポストプロダクション装置に関する。
【００１９】
　この撮像装置では、カメライメージャにより撮像されたＲＡＷデータに対して色補間処
理、増感／減感処理、ゲイン調整、色調整などが行われることによって得られた画像デー
タを撮影現場の撮影者や撮影監督者等がリアルタイムで確認することができるように、当
該画像データを撮像装置に接続されたモニターや、撮像装置に設けられたビューファイン
ダに表示させることができる。撮影者や撮影監督者等は、モニターやビューファインダに
表示された画像データを確認しつつ、当該画像データに対する現像用の各種のパラメータ
をメタデータの一部として設定することができる。
【００２０】
　ここで、メタデータには、
　１．ポストプロダクション装置において自動的に画像データに反映されるもの。
　２．ポストプロダクション装置において画像データに対して任意に反映されるもの。す
なわち、撮影現場の撮影者や撮影監督者等がポストプロダクションを行う作業者に対して
「このように現像して欲しい」といった推奨的なメタデータとがある。
　前者を「第１のメタデータ」、後者を「第２のメタデータ」と呼び分けることとする。
【００２１】
　第１のメタデータには、さらに、使用するカメライメージャの種類に対応して一意に決
まるパラメータと、撮影時に人為的に設定されたパラメータとがある。
【００２２】
　そして撮像装置は、ＲＡＷデータと上記のメタデータとを互いに関連付けてポストプロ
ダクション装置に伝送する。
【００２３】
　ポストプロダクション装置では、撮像装置より伝送されたＲＡＷデータとメタデータを
取得し、ＲＡＷデータの現像に対して第１のメタデータが自動的に反映され、その結果が
ポストプロダクション装置に接続されたモニターに表示される。また、第２のメタデータ
は、ポストプロダクションの作業者からの指示のもとＲＡＷデータの現像に適宜反映され
る。これにより撮影者や撮影監督者等が意図する画像データおよび推奨される画像データ
をポストプロダクションの場において再現することができる。
【００２４】
　上記の第１のメタデータとしては、例えば以下がある。
　１．撮影ガンマ（Capture Gamma Equation）
　撮影ガンマには、例えば、Scene Linear、Cine-Log、そしてソニーが開発したS-Logな
どがある。
　２．ホワイトバランス（White Balance）
　３．イメージャ感度（ISO Sensitivity）
　４．ＲＡＷデータのブラック／グレー／ホワイトの値（RAW Code Value）
　５．ＣＤＬ適用ガンマ（Gamma For CDL）
　ここで撮影ガンマ、ＲＡＷデータのブラック／グレー／ホワイトの値、ＣＤＬ適用ガン
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マは、撮像装置に使用されたカメライメージャの種類によって一意に決まるパラメータで
ある。ホワイトバランスとイメージャ感度は撮影時に撮影者等によって選択されたデータ
である。
【００２５】
　上記の第２のメタデータとしては、例えば以下がある。
　１．ＥＩ（Exposure Index Of Photo Meter）
　ＥＩは、照度計から得られた照度に対応する露出指標値である。このＥＩとイメージャ
感度の値をもとに画像データに対するゲイン調整などの処理が行われる。
【００２６】
　２．エフェクティブマーカ（Effective Marker）
　エフェクティブマーカは、撮影された画像データの中で撮影現場の撮影者や撮影監督者
等が意図する有効エリアを特定するための情報である。ポストプロダクション装置では、
このエフェクティブマーカの情報をもとに画像データから有効な領域の切り出しなどが行
われる。
【００２７】
　３．ＡＳＣ－ＣＤＬ（The American Society of Cinematographers Color Decision Li
st）
　ＡＳＣ－ＣＤＬは、全米映画撮影監督協会（ＡＳＣ）によって定義された色修正のため
の情報である。ＡＳＣ－ＣＤＬでは、色をＲＧＢ毎にオフセット（入力ゼロ時の出力値）
、スロープ（入出力のゲイン）、パワー（入出力のガンマーカブ特性）の３つのパラメー
タによって定義される。
【００２８】
　これらの第２のメタデータは、いずれも撮影現場の撮影者や撮影監督者等によって適宜
選択される。撮像装置では、これら第２のメタデータが反映された画像をモニターを通し
て見ることができる。
【００２９】
　撮像装置で設定された第１のメタデータおよび第２のメタデータは、例えば、ＸＭＬ（
Extensible Markup Language）形式などのファイルとしてまとめられ、ＲＡＷデータのフ
ァイルと関連付けて、ストレージに保存、あるいは通信媒体を通じてポストプロダクショ
ン装置などに伝送される。
【００３０】
　以下、本技術に係る第１の実施形態を図面をもとに説明する。
　［撮像装置］
　図１は本技術に係る一実施形態の撮像装置１００の構成を示すブロック図である。
　同図に示すように、本実施形態の撮像装置１００は、カメライメージャ１０１、ＲＡＷ
ファイル書き出し部１０２、第１のディベイヤ処理部１０３、第１の増感／減感・ゲイン
調整・カラースペース変換部１０４、第１のＩＤＴ（Input Device Transform）処理部１
０５、第１の色修正部１０６、第１のＯＤＴ（Onput Device Transform）処理部１０７、
エフェクティブマーカ合成部１０８、第１のメタデータ取得部１０９、第２のメタデータ
取得部１１０、および伝送部１１１を有する。
【００３１】
　撮像装置１００は、その他のハードウェア的な構成として、ＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、メインメモリ、ストレージ、ネットワークＩ
／Ｆなどのコンピュータシステムを有する。メインメモリおよびストレージには、ＣＰＵ
により実行されるプログラムが格納される。ＣＰＵはそのプログラムを実行することで、
コンピュータシステムを、ＲＡＷファイル書き出し部１０２、第１のディベイヤ処理部１
０３、第１の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部１０４、第１のＩＤＴ処理
部１０５、第１の色修正部１０６、第１のＯＤＴ処理部１０７、エフェクティブマーカ合
成部１０８、第１のメタデータ取得部１０９、第２のメタデータ取得部１１０、および伝
送部１１１として動作させる。
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【００３２】
　カメライメージャ１０１（撮像部）は、ＲＡＷ撮影用のイメージャであり、例えばＣＭ
ＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）などである。
　ＲＡＷファイル書き出し部１０２は、カメライメージャ１０１により得られたＲＡＷデ
ータをそのままファイル１２０に書き出す。
【００３３】
　第１のディベイヤ処理部１０３（第１の変換部）は、ＲＡＷデータに対して色補間など
を行うことによってＲＧＢ画像（画像データ）を生成する。
【００３４】
　第１の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部１０４（第１の補正部）は、第
１のディベイヤ処理部１０３により変換された画像データに対して増感処理及び減感処理
などを行う。第１の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部１０４は、増感処理
及び減感処理が施された画像データに対して、第１のメタデータ取得部１０９より取得さ
れた第１のメタデータに属するホワイトバランス（White Balance）およびイメージャ感
度（ISO Sensitivity）と、第２のメタデータ取得部１１０にて取得された第２のメタデ
ータに属するＥＩ（Exposure Index Of Photo Meter）をもとにゲイン調整を行い、画像
データのカラースペースをカメライメージャ１０１のカラースペースから標準のカラース
ペースに変換する。
【００３５】
　第１のＩＤＴ処理部１０５は、第１の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部
１０４より出力された画像データを、第１のメタデータ取得部１０９より取得された第１
のメタデータにそれぞれ属する撮影ガンマ（Capture Gamma Equation）およびＣＤＬ適用
ガンマ（Gamma For CDL）をもとに、ＡＳＣ－ＣＤＬを用いた色調整のための値に変換す
る。
【００３６】
　第１の色修正部１０６は、第１のＩＤＴ処理部１０５によって変換された画像データに
第２のメタデータ取得部１１０により取得したＡＳＣ－ＣＤＬを適用して色の修正を行う
。
【００３７】
　第１のＯＤＴ処理部１０７は、第１の色修正部１０６により色修正された画像データの
カラースペースを撮像装置１００に接続されたモニターのカラースペースに変換して当該
モニターに出力する。
【００３８】
　エフェクティブマーカ合成部１０８は、第１の増感／減感・ゲイン調整・カラースペー
ス変換部１０４より出力された画像データに、第２のメタデータ取得部１１０により取得
されたエフェクティブマーカ（Effective Marker）のグラフィックスを合成してビューフ
ァインダに出力する。
【００３９】
　第１のメタデータ取得部１０９は、第１のメタデータである撮影ガンマ、ホワイトバラ
ンス、ＲＡＷデータのブラック／グレー／ホワイトの値、ＣＤＬ適用ガンマを取得して、
カメライメージャ１０１、第１の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部１０４
、第１のＩＤＴ処理部１０５、第１の色修正部１０６に供給する。
【００４０】
　第２のメタデータ取得部１１０は、第２のメタデータであるＥＩ、エフェクティブマー
カ（Effective Marker）、ＡＳＣ－ＣＤＬを取得して、第１の増感／減感・ゲイン調整・
カラースペース変換部１０４、エフェクティブマーカ合成部１０８、第１の色修正部１０
６に供給する。
【００４１】
　第２のメタデータ取得部１１０は、ＥＩを取得するＥＩ取得部１１２（照度取得部）を
有する。ＥＩ取得部１１２は、照度計１１３より有線または無線で送信された測定値をリ
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アルタイムに取得し、露出指標値であるＥＩ（Exposure Index of Photo Meter）の値に
変換する。また、第２のメタデータ取得部１１０は、グラフィカルユーザインタフェース
（ＧＵＩ）１１４を有する。グラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）１１４を通じ
て撮影者や撮影監督などより入力されたエフェクティブマーカ（Effective Marker）およ
びＡＳＣ－ＣＤＬを受け付けることによってこれらを取得する。
【００４２】
　伝送部１１１（出力部）は、撮像装置１００にて得られたＲＡＷデータおよびメタデー
タとを互いに関連付けて後段の処理環境（ポストプロダクション装置２００など）へ伝送
する。
【００４３】
　［ポストプロダクション装置］
　図２は本技術に係る一実施形態のポストプロダクション装置２００の構成を示すブロッ
ク図である。
　同図に示すように、本実施形態のポストプロダクション装置２００（画像処理装置）は
、ＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１、第２のディベイヤ処理部２０２、第２の増感
／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部２０３、第２のＩＤＴ処理部２０４、第２の
色修正部２０５、エフェクティブマーカ処理部２０６、および第２のＯＤＴ処理部２０７
を有する。
【００４４】
　ポストプロダクション装置２００は、その他のハードウェア的な構成として、ＣＰＵ（
Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、メインメモリ、ストレージ
、ネットワークＩ／Ｆ、モニター、マウスやキーボードなどの入力装置などのコンピュー
タシステムを有する。メインメモリおよびストレージには、ＣＰＵにより実行されるプロ
グラムが格納される。ＣＰＵはそのプログラムを実行することで、コンピュータシステム
を、ＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１、第２のディベイヤ処理部２０２、第２の増
感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部２０３、第２のＩＤＴ処理部２０４、第２
の色修正部２０５、エフェクティブマーカ処理部２０６、および第２のＯＤＴ処理部２０
７として動作させる。
【００４５】
　ＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１（入力部）は、撮像装置１００より伝送された
ＲＡＷファイルおよびメタデータを取得する。
【００４６】
　第２のディベイヤ処理部２０２（第２の変換部）は、撮像装置１００と同様、ＲＡＷデ
ータに対して色補間などを行うことによってＲＧＢ画像（画像データ）を生成する。
【００４７】
　第２の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部２０３（第２の補正部）は、第
２のディベイヤ処理部２０２により変換されたＲＧＢ画像（画像データ）に対して増感処
理及び減感処理などを行う。第２の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部２０
３は、増感処理及び減感処理が施された画像データに対して、ＲＡＷデータ・メタデータ
取得部２０１によって取得された第１のメタデータに属するホワイトバランス（White Ba
lance）およびイメージャ感度（ISO Sensitivity）と、第２のメタデータに属するＥＩ（
Exposure Index Of Photo Meter）をもとにゲイン調整を行い、画像データのカラースペ
ースを撮像装置１００のカメライメージャ１０１のカラースペースから標準のカラースペ
ースに変換する。
【００４８】
　第２のＩＤＴ処理部２０４は、第２の増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部
２０３より出力された画像データを、ＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１によって取
得された第１のメタデータにそれぞれ属する撮影ガンマ（Capture Gamma Equation）およ
びＣＤＬ適用ガンマ（Gamma For CDL）をもとに、ＡＳＣ－ＣＤＬを用いた色修正のため
の値に変換する。
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【００４９】
　第２の色修正部２０５（色修正部）は、第２のＩＤＴ処理部２０４によって変換された
画像データにＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１により取得したＡＳＣ－ＣＤＬを適
用して色の修正を行う。
【００５０】
　エフェクティブマーカ処理部２０６（切り出し部）は、第２の色修正部２０５によって
色修正が施された画像データから、ＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１により取得さ
れた第２のメタデータに属するエフェクティブマーカ（Effective Marker）をもとに有効
エリアの切り出し、リサイズなどの処理を行う。
【００５１】
　第２のＯＤＴ処理部２０７は、エフェクティブマーカ処理部２０６によって切り出し、
リサイズなどが施された画像データのカラースペースをポストプロダクション装置２００
に接続されたモニターのカラースペースに変換して当該モニターに出力する。
【００５２】
　［第２のメタデータに基づく処理について］
　本実施形態では、撮像装置１００において、ＥＩ、エフェクティブマーカ、ＡＳＣ－Ｃ
ＤＬが、ＲＡＷデータの現像処理に反映させることを推奨する目的の第２のメタデータと
して設定され、ＲＡＷデータおよび第１のメタデータと共にポストプロダクション装置２
００に伝送される。したがって、撮像装置１００とポストプロダクション装置２００のそ
れぞれにおいて、同一の第２のメタデータを共有することができ、撮影者や撮影監督者等
が推奨する画像データをポストプロダクションの場において再現することができる。
【００５３】
　次に、ＥＩ、エフェクティブマーカ、ＡＳＣ－ＣＤＬに基づく処理について説明する。
但し、本技術は以下の処理そのものに特徴を有するものではない。
【００５４】
　（ＥＩを用いたゲイン調整）
　次に、撮像装置１００およびポストプロダクション装置２００でのＥＩに基づく処理の
例を説明する。
　撮像装置１００において、第２のメタデータ取得部１１０のＥＩ取得部１１２は、照度
計１１３より有線または無線で送信された測定値（ｄＢ）をリアルタイムに受信し、これ
を図３に示す表を用いてＥＩ（Exposure Index of Photo Meter）の値に変換する。表に
示されるように、ＥＩは、"２００"から"３２００"までの範囲において決められる複数の
整数値を少なくともカバーし、"８００"を基準値とする。
【００５５】
　撮像装置１００およびポストプロダクション装置２００において増感／減感・ゲイン調
整・カラースペース変換部（１０３，２０３）は、以下の式によってＲＡＷデータのホワ
イトの値に適用するゲインを算出する。
　ＥＩ／イメージャ感度　　　・・・（１）
　したがって、第１のメタデータとして与えられたイメージャ感度（ISO Sensitivity）
の値を"８００"、ＥＩを"１６００"としたとき、ＲＡＷデータのホワイトの値に適用する
ゲインの値として"２"が求められる。
【００５６】
　図４は、増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部（１０３，２０３）が画像デ
ータに割り当てるゲインを示すグラフである。ＲＡＷデータのブラックの値はカメライメ
ージャ１０１のシャッタオフ時の値であることから照度依存性は無視することができると
してゲインは"１"で固定である。ＲＡＷデータのホワイトの値に適用するゲインの値とし
て"２"が上記の計算方法によって算出された場合、ブラックからホワイトまでの範囲のＲ
ＡＷデータの値に対して"１"から"２"までの範囲のゲインが比例的に割り当てられる。
【００５７】
　より具体的には、RAW Code Valueのブラックの値（固定値）が"５１２"、RAW Code Val
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ueのホワイトの値（測定値）が"２９９２"とした場合、（２９９２－５１２）×２＝５４
７２がゲイン調整されたホワイトの値となる。
【００５８】
　以上のように本実施形態では、ＥＩを第２のメタデータとしてポストプロダクション装
置２００に伝送するようにしたことによって、撮影者や撮影監督等が撮像装置１００に接
続されたモニターで見ていた明るさの画像をポストプロダクション装置２００において再
現することができる。これにより、ポストプロダクションの作業効率を向上させることが
できる。
【００５９】
　［エフェクティブマーカを用いた処理］
　次に、撮像装置１００およびポストプロダクション装置２００でのエフェクティブマー
カに基づく処理を説明する。
　エフェクティブマーカは、撮影者が意図したフレーミングを表現することを目的とする
メタデータである。エフェクティブマーカは、図５に示すように、有効エリアマーカのペ
イロードの画枠に対する縮小率（長片の比率）を示すEffective Marker Coverageと、有
効エリアマーカのアスペクト比を示すEffective Marker Aspect Ratioとからなる。第２
のメタデータ取得部１１０は、グラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）１１４を通
じてユーザより、マーカの縮小率の値を取得し、モニターの画面のアスペクト比との相関
により、Effective Marker CoverageとEffective Marker Aspect Ratioを決定する。この
エフェクティブマーカは第２のメタデータとして、伝送部１１１によってポストプロダク
ション装置２００にＲＡＷデータおよび第１のメタデータと共に伝送される。　
【００６０】
　図６に示すように、撮像装置１００では、エフェクティブマーカ合成部１０８が、第２
のメタデータ取得部１１０によって取得されたエフェクティブマーカのメタデータをもと
にビューファインダに表示された画像１２５にエフェクティブマーカのグラフィックス１
３０を合成して表示させる。
　一方、ポストプロダクション装置２００では、エフェクティブマーカ処理部２０６が、
ＲＡＷデータ・メタデータ取得部２０１によって取得されたエフェクティブマーカのメタ
データをもとに、画像データから有効エリアを切り出し、切り出された画像データをもと
の解像度まで拡大する。
【００６１】
　このように、エフェクティブマーカを第２のメタデータとしてポストロダクション装置
２００に伝送するようにしたことによって、撮影者や撮影監督等が意図する有効エリアの
切り出し処理などをポストプロダクション装置２００において迅速に行うことができる。
これにより、ポストプロダクションの作業効率を向上させることができる。
【００６２】
　［ＡＳＣ－ＣＤＬに基づく色修正］
　次に、撮像装置１００およびポストプロダクション装置２００でのＡＳＣ－ＣＤＬに基
づく色修正について説明する。
　ＡＳＣ－ＣＤＬは、全米映画撮影監督協会（ＡＳＣ）によって定義された色調整のため
の情報である。ＡＳＣ－ＣＤＬでは、色をＲＧＢ毎にオフセット（入力ゼロ時の出力値）
、スロープ（入出力のゲイン）、パワー（入出力のガンマーカブ特性）の３つのパラメー
タによって定義される。なお、ＡＳＣ－ＣＤＬに基づく色修正の詳細については、"ASC C
olor Decision List (ASC CDL) Transfer Functions and Interchange Syntax,ASC-CDL_R
elease1.2,Joshua Pines and David Reisner,2009-05-04"などに開示される。
【００６３】
　撮像装置１００において、第２のメタデータ取得部１１０は、例えば、図７に示すよう
に、グラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）１１４を用いてユーザより与えられた
、ＲＧＢ毎のオフセット、スロープ、パワーの各値を取得し、これらを１つのまとめてＡ
ＳＣ－ＣＤＬを作成する。図７のグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）１１４に
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おいては、ＲＧＢ毎のオフセット、スロープ、パワーの各値は、スライドゲージまたはア
ップ／ダウンボタンを操作することによってそれぞれ個別にユーザが選択することができ
る。設定されたＡＳＣ－ＣＤＬは、画像表示エリア１３１に表示された画像にリアルタイ
ムに反映されることで、ユーザは画像の色の変化を確認しながらＡＳＣ－ＣＤＬの設定を
行うことができる。
【００６４】
　このＡＳＣ－ＣＤＬは第２のメタデータとして、伝送部１１１によってポストプロダク
ション装置２００にＲＡＷデータおよび第１のメタデータと共に伝送される。これにより
、撮影者や撮影監督等が意図する色修正をポストプロダクション装置２００の第２の色修
正部２０５にて実行させることができ、この結果、ポストプロダクションの作業効率を向
上させることができる。
【００６５】
　以上、本技術に係る一実施形態を説明したが、本技術は次のような変形も可能である。
　照度計１１３と撮像装置１００との通信にはワイヤレス通信を採用することが有益であ
る。また、照度計１１３は撮像装置１００に一体に設けられていてもよい。
【００６６】
　上記の一実施形態では、ＥＩ、エフェクティブマーカ、ＡＳＣ－ＣＤＬを第２のメタデ
ータとして撮像装置１００からポストプロダクション装置２００に伝送することとしたが
、ＥＩ、エフェクティブマーカ、ＡＳＣ－ＣＤＬのうち少なくともいずれか１つを第２の
メタデータとして伝送するようにしてもよい。さらに、上記の一実施形態では、ＥＩ、エ
フェクティブマーカ、ＡＳＣ－ＣＤＬをポストプロダクション装置２００において自動的
に現像に反映されることのないメタデータとして扱うこととしたが、ＥＩ、エフェクティ
ブマーカ、ＡＳＣ－ＣＤＬのうち少なくともいずれか１つはポストプロダクション装置２
００において自動的に現像に反映されるメタデータとして扱うように変更してもよい。
【００６７】
　なお、本技術は、上述の実施形態にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱
しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【００６８】
　本技術は以下のような構成も採ることができる。
（１）撮像を行いＲＡＷデータを生成する撮像部と、
　前記生成されたＲＡＷデータを補間により画像データに変換する第１の変換部と、
　撮影環境の照度に対応した露出指標値を取得する取得部と、
　前記画像データの値を前記露出指標値をもとに補正する第１の補正部と、
　前記ＲＡＷデータと前記取得された露出指標値とを互いに関連付けて出力する出力部と
　を具備する撮像装置。
（２）前記（１）に記載の撮像装置であって、
　請求項１に記載の撮像装置であって、
　前記取得部は、照度計からの測定値を取得して前記露出指標値に変換する照度取得部を
有する
　撮像装置。
（３）前記（１）から（２）のうちいずれか１つに記載の撮像装置であって、
　前記取得部は、前記画像データのポストプロダクションのための有効エリアに関する情
報をさらに取得し、
　前記出力部は、前記ＲＡＷデータと前記取得された有効エリアに関する情報とを互いに
関連付けて出力する
　撮像装置。
（４）前記（１）から（３）のうちいずれか１つに記載の撮像装置であって、
　前記取得部は、前記画像データの色修正のための情報をさらに取得し、
　前記出力部は、前記ＲＡＷデータと前記取得された色修正のための情報とを互いに関連
付けて出力する
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　撮像装置。
（５）前記（１）から（４）のうちいずれか１つに記載の撮像装置であって、
　前記色修正のための情報はＡＳＣ－ＣＤＬ（The American Society of Cinematographe
rs Color Decision List）である
　撮像装置。
（６）撮像装置より出力されたＲＡＷデータおよびこのＲＡＷデータに関連する露出指標
値とを入力する入力部と、
　前記ＲＡＷデータを補間により画像データに変換する第２の変換部と、
　前記画像データの値を前記露出指標値をもとに補正する第２の補正部と
　を具備する画像処理装置。
（７）前記（６）に記載の画像処理装置であって、
　前記入力部は、前記画像データのポストプロダクションのための有効エリアに関する情
報をさらに入力し、
　前記有効エリアに関する情報をもとに前記画像データから前記有効エリアに相当する部
分を切り出す切り出し部を
　さらに具備する画像処理装置。
（８）前記（６）から（７）のうちいずれか１つに記載の画像処理装置であって、
　前記入力部は、前記画像データの色修正のための情報をさらに入力し、
　前記色修正のための情報をもとに前記画像データの色修正を行う色修正部を
　さらに具備する画像処理装置。
（９）前記（６）から（８）のうちいずれか１つに記載の画像処理装置であって、
　前記色修正のための情報はＡＳＣ－ＣＤＬ（The American Society of Cinematographe
rs Color Decision List）である
画像処理装置。
【符号の説明】
【００６９】
　１００…撮像装置
　１０１…カメライメージャ
　１０２…ＲＡＷファイル書き出し部
　１０３…第１のディベイヤ処理部
　１０４…増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部
　１０５…第１のＩＤＴ処理部
　１０６…第１の色修正部
　１０７…第１のＯＤＴ処理部
　１０８…エフェクティブマーカ合成部
　１０９…第１のメタデータ取得部
　１１０…第２のメタデータ取得部
　１１１…伝送部
　１１２…ＥＩ取得部
　１１３…照度計
　１１４…グラフィカルユーザインタフェース
　２００…ポストプロダクション装置
　２０１…ＲＡＷデータ・メタデータ取得部
　２０２…第２のディベイヤ処理部
　２０３…増感／減感・ゲイン調整・カラースペース変換部
　２０４…第２のＩＤＴ処理部
　２０５…第２の色修正部
　２０６…エフェクティブマーカ処理部
　２０７…第２のＯＤＴ処理部
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